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た。

↓
止
今
治
の
伎
リ
ム
λ

ぺ
」
い
、
上

φ
よ－
〉
十ふ

伎
U
、～
A
在
4
3
マ
ミ
リ
h
t
ゃ
ぶ
り
で

す
介
。
一
回
同
り
。
モ
フ
え
こ

う
ノ
ラ
を

の
り
ふ
A
増』
λ
づ
に
さ
い
い

ι

リ
ゼ
国
内
フ
マ
い
リ
ま
す

深
ー
、
湖
、
見
＼
更
の
、
ム
会
川
下
一粉
、
か

人、

Y
の
ム
刊
ん
判

T
iん
く
ん
彼
フ
マ
に

く

A
A
bり
川
。

三
欠
片
に
扶
置
で
A
7、
リ

3
守磐ヤロ箱

h
ト
は
、
ど
r
L
A

爪
ぞ
れ
二
鼎
ず
つ
の
ノ
l

ト

介
入
れ
て
あ
リ
ま
す
＠
布
一
7
山
下
だ
リ
、

イ
タ
た
一
ア
で
ホ
寸
時
刀
、
ぷ
く
る
コ
ヘ
＼
て

介
広
リ
ま
す
。

Y
の
闘
は
、
新
i
いノノ
ー

ト
乏
す
ぐ
に
ー
裕
美
L
寸
川
、
立
す
。

に
い
リ
セ
ん
ぶ
ん
舟
よ
：
’
I

し

γ
」
ソ
つ
て
の
之
の
こ
℃
。
山
守
、
w’L
7
L

リ
た
．
ぅ
、

1
－
森
田
で
ん
、
ふ
ぷ
た

のい↑ミメ、／
q
Y
4
作
ソ
た
り

令
し
℃
監
管
、
で
て
今
回
は
産
、
つ
む
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方
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五
｛
六

一
埠

－

F
4

－一i
Z
電
話
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一了一一一
八
｜
六
六
六
八

一
嘗

ヶ

i

m

給
条
森
回
一
二
時
L
怜同川ぃ

刷
引
広
医
長
必
し
は
何
ぞ
る
け
の
で
ぷ
3
0

ご
う
川
、
っ
免
除
吹
は
、
や
か

7
＼

ー
汗
レ
は
と
フ
、
駄
同
一
介

J

主
知
れ
石
川

L
弁
J
l
k

、

将
来
、
こ
の
少
斗
呈
之
支
え

3
民
ソ
オ
十
め
ち
、
フ
ー

し

人
か
な
ー
寝
静
つ
た
伺
明
、

涜
友
、
士
ア
ノを
殺

。

眼
K
L
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芝
ぬ
か
じ
ノ
／
＼

．．
 
、．．．
 

J
L
み
上
川
リ
て
く
コ

終
、
宍
、
決
T
、
人
知

A
すゐ
7
す
〈
及
に
、

ムゾ）、

角
一
タ

が
介

J

つつ
L

ルノ，
d

十
時

d

代
に
た
リ
左
た
め
て
収
フ
マ
中
つ

こ
の

f
f庄
司
汲
ロ
択
し
、
大
人
に
ふ
フ
寸
L

人
え
の
す
ま
ず
ま
広
該
殺
に
、

け
く
友
さ
久
会
『
フ
マ
あ
ず
『
フ
．

け
く
、
友
芝
、

jと

七ハ

あ

ω管
お
の
白
金
芝
、
旬
気
広
く
忍
リ
ム
ム
す
か

ぷ
＼
知
ホ
ぷ
り
の
が
円
。

l 

ー
あ
あ

y
y丹、
お
の

ご
、
フ
リ
う
て
一
良
り
こ
て
い

Z
Lた
小
川
じ
・
ノ
じ
り

hyめ
の
吟
、
＋
以
内
あ
り
『
フ
ご
て
か
あ
7

た
ん
か
ハ
る
あ
1

フ
寸

人
生
の
で
ま
ヤ
二
・

2
盆
ぞ
み
ホ
へ
う
、
制
y

、

1

1

 

み
の
鳥
川
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レ
産
の
志、
か
！？、
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－

く
の
人
L
d
り
さ
軽
漁
マ
水

3
喝
の
け
で
邑
↑
ふ
り
。

に
ぷ
フ
マ
、
官
へ
よ
づ
こ
人
で
待
L

T
リ
フ
十
円
ハ
五
あ
l

ν
t
l
寸、

h
－の，
，人
よ
り
芝
、
、
イ
の
為
、
代
、
仙
マ
〈
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街
々
、
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市
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用
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、
ム
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あ
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、
一
パ
ゼ
リ
コ
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予
ゆ
入
や
幸
為
介
在
た
守
山
字
、の
け
で
さ
る
U
Q
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介
こ

x、ード芝町、

叫
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相
さ
人
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7
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方
J M
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勾
〈
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，V」
向
む
よ
〉
志
、
失
跡
応
、
孤

玖
、
牛
令
工
、

や
け
寸
方
3
0

み
よ
け
て
ベ
コ
。

ぞ
Aeミ
v
f
k

査
債
の
モ
ノ
で
、
投
リ

不
安

非
年
んm
りん川〈
に
岳
ふ
「
J

リゴ

と
の
γ

寸産
K
E
、
度
々
の
寸
一
特

カ
か
よ
み
か
λ
っ
て
く
コ
の
で
あ
一
d
。
ル
／
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燃
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場
令
は
そ
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芦
フ
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出何い
L

m
川ん
で
行
け
よ
｜
｜
別
合

的
め
て
川川
べ
な
い
一刻
の
つ
サ
ギ
を
見

つ
け
た
心
の
や
さ
し
い
少
年
が
昨
年
刊
日

れ
、
刊
一品
川町市
の
「
小
作
法
政
問
」
に
治

ι

仰
を
米
め
て
出
れ
て
き
た
。
問
附
の
欧

六ん一ーづこの子支の 体馬食l立、人向れれ：で、長をメ乙防本 ζのの

乏
の
す
苧
攻
は
抱
ス
ス

3

出
向
と
わ
か
り
、
問
符
ね
ら
は、

新
弁
さ

ん
に
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
？

。
新
列
さ
ん
は
「
子
供
た
白
の
や
さ
し

い
気
持
ち
佐
川
に
レ
て
は
」
と
、
熱
心

に
治
以
。
閃

mmさ
ゆ
う
が
限
凶
と
わ

か
っ
た
が
、
コ
サ
ギ
は
、
一
一
、
」ニ
臼
、

食
引
を
絞
っ
た
く
口
に
し
な
か
った。

新
打
さ
ん
が
小
ア
ジ
を
与
え
て
か
ら
は

す
っ
か
り
苅
以
そ
取
り
民
し
、
問
削
内

の
水
さ
凶
つ
合
に
政
レ
、
自
然
に
決
る

た
め
の
体
刀
づ
く
り
そ
始
め
る
こ
と
約

三
カ
月
。
析
川
さ
ん
は
、
自
然
に
放
し

て
や
め
削
仰
は
出
来
た
と
判
断
し
た
。

こ
の
川
、
川
一
円
f
仰
の
は
「
パ
ク
は
一川

%
に
々
つに
か
な
」
と
た
び
た
び
川
沼

川
に
泊
っ
て
小
一伏
を
祈
っ
たゆ

乙れれ句
、」っ
か
け
に
川
椛
岱
で
制
成

し
た
「
川
町
制

ω会
」
の
メ
ン
バ
ー
七
人

と
父
問
ら
も
怒
加
し
玄
」
の
日
午
後
一

附
、
ナ
っ
さ
り
と
附
れ
上
が
っ
た
谷
川
伸

午
別
に
向
か
っ
て
欣
ね
レ
に
。

川
切
れ
は
、
如
上
企
税
制
す
る
M

パ

クM
”
を
凡
て
「
何
か
巡
っ
て
い
る
み
た

い

o
mく
千
M
に
下
り
て
、
エ
サ
浄」食

代
れ
ば
い
い
の
に
：
：
：
」
と
、
町
役
い

コ
ザ
ギ
に
川
町
ひ
か
り
て
い
た。

"" 

m・
3
・

ぬ

各

目

、

持

引

伽

叶

し
刈
建
フ
「
に
く
コ
で
l

＼
よ

う
1

＼
益
舟
E
互マ

d

掛
川
で
斗
日
比
ト
々
、
本
寸
り

3
のマ
古
寸
ぞ
－L
ミ
す
ノ

ま
す
匂
〈
ゑ
フ「

L

・来

寸
り
ま
す
。

ど
く
い
い

浴
男
子

ム

M
W／は
ぬ
人
J
u
す
ぺ
「に

々
汲

y白一
dw

？
↑
め
り
、

守口寸

海
や
人
丁
一
逸
話
A
Y
注
目句
協
久
り
同
店
介
与
巳
桁
ち
来
I
L

ι 
斗

山々
、淳
子
治
心
周
｛
μ
口
急
激
に
向
そ
カ

A

マ
リ
コ
の
で

る
く
ふ
コ
ミ
て
ゆ
サ
JAL
て
な
リマ

人
で
け
ま
＋
う
。

こ
ん
か
ラ
芝
、
殺
q
v」
遺
物
介
、

J
l
＼
ょ
う
＠

ム
W
ソ
ゑ
や
め
リ
斜
加
に
よ
コ
色
八A
ゅ
は
、

私
達
を
よ

く
見
介
け
コ
℃
こ
づ
下
す
。
事
政
之
そ

Z
友

昨
年
市
計
れ
、
叩一

ω冶品
川
っ
て
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
保
一
説
付
の
コ
サ
ギ
を

一
人
の
少
年
が
見
つ
け
て
助
け
あ

げ
、
陸
の
一
詑
迎
ん
だ
。
以
医
も
少
年
と
手
紙
や
悩
認
で
悲
し
合
い
な
が
ら
手
厚
い
治
雲
仙
mJり
た
。

コ

サ
ギ
は
す
っ
か
り
一辺
詑
な
り
、

智
一
カ
月
後
の
二
十
九
日
、
町
広
ら
の
μ
見
守
一
心
中
、
少
年
の
手
に
よ
っ
て
五

の
山
同
年
一
に
放
た
れ
た
。：：？出円i!l~llii~六円渋江川
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仏
川
先
安
は
、
ム
つ
の
℃
こ
づ
こ
ホ
イ
）
い
リ
フ
「
LZ
り
ま

エ
サ
モ
与
え
て

jν民
べ
よ
う
と
し
な
一
料
治
は
山
刊
だ
っ
た
。
恨
近
に
な

か
っ
た
が
、一

一円
後
、
や
っ
と
小
ア
一
っ
て
か
り
す
っ
か
り
治
り
、
体
力
も

ツ
一
匹
を
食
べ
た
。
約
一
叩
旭
川
後
、
一
十
分
に
同
起
し
た
。

「そ
ろ
そ
ろ
、

字
以
い
門
技
の
か
い
が
あ
っ
て
一
一区
一
次
し
て
や
っ
て
も
い
い
時
期
だ
」
と

の
小
ア
ツ
そ
口
に
す
る
ほ
ど
に
凶
・
主
新
主
完
ら
は
判
断
し
た
。

し
た
。
間
も
な
く
動
さ
も
前
〈
ん
に
な
一

二
十
九
日
午
後
、
阿
国
迎
動
切

っ
た
の
で
広
い
水
面
向
（
ず
い
さ
ん
）
一
で
、
必
叱
必
が
新
井
さ
ん
ら
の
見
守

舎
に
移
し、

一仰
び
自
を
液
べ
る
よ
う

一
ら
な
か
「
パ
ク
」
そ
放
し
た
。
「
パ

体
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